
  

サ
ラ
リ
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マ
ン
川
柳
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肉
太｣

の 

妻
が｢

骨
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批
判
す
る
）
（｢

無
理
す
る
な｣ 

本
心
だ
っ
た
ら 

休
暇
く
れ) 

（
き
い
て
な
い 

人
の
話
と 

育
毛
剤
）
（
ボ
ク
の
こ
と 

構
わ
ぬ
妻
が 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
） 

共
闘
し
闘
い
抜
い
て
ほ
し

い｣

等
と
挨
拶
。 

 

佐
久
間
副
会
長
か
ら
は

連
合
新
潟
春
闘
方
針
と
し

て
、
賃
金
を
は
じ
め
と
す

る
労
働
条
件
引
き
上
げ
の

考
え
方
、
非
正
規
労
働

者
・
パ
ー
ト
労
働
者
の
処

遇
改
善
、
公
正
な
ワ
ー
ク

ル
ー
ル
等
に
つ
い
て
基
調

講
演
が
な
さ
れ
た
。 
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２
０
１
１
春
季
生
活
闘

争
は

97
年
を
ピ
ー
ク
に

下
が
り
続
け
て
い
る
労
働

条
件
を｢

復
元
・
格
差
是

正｣

し｢

希
望
と
安
心
の
社

会
づ
く
り｣

を
目
指
す
闘

い
で
あ
る
。 

 
 

矢
島
議
長
は｢

す
べ
て

の
労
働
者
の
処
遇
改
善
に

つ
な
げ
る
た
め
、
簡
単
に

妥
結
で
は
な
く
粘
り
強
く
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題
で
あ
る
と
し
て
い
た
。 

 

講
演
で
合
瀬
さ
ん
が
取

材
し
た
Ｂ
１
グ
ル
メ
で
の

町
お
こ
し
、
直
売
所
で
の

地
元
野
菜
の
卸
を
し
て
い

る｢

農
家
の
元
気
さ｣

、
香

港
の
高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
と

提
携
し
て
い
る
和
牛
生
産

者
の
取
材
な
ど
、
工
夫
と

努
力
で
農
業
も
変
わ
る
、

変
え
る
こ
と
が
で
き
る
の

だ
と
感
じ
た
。 

 

れ
な
い
と
話
さ
れ
て
い

た
。
工
業
製
品
の
輸
出
国

で
あ
る
日
本
経
済
と
、
今

後
の
日
本
の
農
業
の
あ
り

方
を
問
わ
れ
る
難
し
い
問

了
し
た
。
総
会
終
了
後
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
員
と
し
て
活

躍
中
の
合
瀬
宏
隆
氏
よ

り
、
今
議
論
と
な
っ
て
い

る
関
税
の
撤
廃
と
い
う

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
」
問
題
に
つ
い

て
の
講
演
が
あ
っ
た
。 

 

こ
れ
に
つ
い
て
は
現

在
、
菅
総
理
が
「
平
成
の

開
国
」
と
い
う
位
置
づ
け

で
議
論
が
さ
れ
て
い
る
わ

け
だ
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
解
説

委
員
の
中
で
も
賛
否
両
論

意
見
が
わ
か
れ
て
い
る
と

の
こ
と
。 

 

た
だ
、
貿
易
の
自
由
化

の
流
れ
は
、
日
本
経
済
に

も
影
響
を
及
ぼ
し
て
お

り
、
た
だ
反
対
と
い
う
こ

と
で
、
こ
の
ま
ま
立
ち
止

ま
っ
て
い
る
こ
と
は
許
さ

 

引
き
続
き
、
自
治
労
・

長
岡
市
職
労
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
新

潟
・
倉
敷
機
械
労
組
、
Ｕ

Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
・
原
信

労
組
、
Ｊ
Ｐ
労
組
・
中
越

支
部
、
日
教
組
・
高
教
組

の
代
表
者
か
ら
、
労
使
交

渉
に
臨
む
決
意
が
力
強
く

表
明
さ
れ
た
。
ま
た
、
後

段
は
、
第

17
回
統
一
地

方
選
挙
に
お
け
る
連
合
新

潟
推
薦
候
補
者
か
ら
決
意

表
明
と
集
会
ア
ピ
ー
ル
等

を
採
択
し
一
丸
と
な
っ
て

闘
う
決
意
を
確
認
し
た
。 

 

２
月

24
日
、
新
潟
市

勤
労
福
祉
会
館
に
お
い

て
、
「
新
潟
県
・
食
と
環

境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
第
４

回
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。 

 

総
会
に
つ
い
て
は
、
意

見
質
問
も
な
く
淡
々
と
終
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連
合
中
越
地
協
は
、
３
月
４
日(

金)

18
時
か
ら

２
０
１
１
春
季
生
活
闘
争
勝
利
長
岡
地
区
総
決
起
集

会
を
開
催
し
、
５
産
別
単
組
の
闘
う
決
意
表
明
を
行

う
と
と
も
に
、
佐
久
間
連
合
新
潟
副
会
長
か
ら
基
調

講
演
を
受
け
た
。
ま
た
、
統
一
地
方
選
挙
予
定
候
補

者
の
決
意
表
明
で
闘
う
気
合
を
合
わ
せ
た
。 

 

2011春季生活闘争勝利長岡地区総決起集会開催 
 

 佐久間副会長が連合新潟春闘方針などを基調講演 

自治労・JAM新潟・UIゼンセン同盟・JP労組・日教組の５産別が決意表明 

 

以
前
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
番
組
で
、
「
戦
争
の
世

紀
？
」
と
い
う
題
名
だ
っ
た
か

よ
く
覚
え
て
い
な
い
の
だ
が
、

そ
の
中
の
米
国
兵
士
の
フ
レ
ー

ズ
で
、
印
象
に
残
っ
て
い
る
言

葉
が
あ
っ
た
▼
「
僕
た
ち
は

ジ
ャ
ン
グ
ル
の
中
で
敵
の
恐
怖

に
震
え
て
戦
っ
て
い
る
の
に
、

ア
メ
リ
カ
国
民
は
ア
ポ
ロ
の
月

面
到
着
で
湧
き
上
が
っ
て
い

る
。
こ
の
戦
争
と
は
何
な
ん
だ

ろ
う
か
・
・
・
・
」
と
い
う
よ

う
な
感
じ
の
言
葉
だ
っ
た
と
思

う
▼
そ
れ
と
同
じ
よ
う
な
こ
と

を
感
じ
る
の
だ
が
、
今
、
原
発

事
故
で
、
必
至
に
頑
張
っ
て
い

る
労
働
者
は
ど
う
い
う
人
な
の

だ
ろ
う
か
？
世
論
の
東
京
電
力

へ
の
風
当
た
り
は
強
い
が
、
経

営
陣
の
ト
ッ
プ
の
顔
は
見
え
な

い
▼
尼
崎
の
Ｊ
Ｒ
の
脱
線
事
故

の
時
も
そ
う
で
あ
る
。
本
来

ト
ッ
プ
が
先
頭
に
な
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
に
、
い
つ
も
中

間
管
理
者
の
よ
う
な
人
が
し
ど

ろ
も
ど
ろ
の
会
見
を
し
て
い
る

▼
戦
争
も
職
場
も
似
て
い
る
。

常
に
最
前
線
で
苦
し
む
の
は
弱

い
立
場
の
も
の
で
あ
り
、
甘
い

汁
を
吸
っ
て
い
る
も
の
は
後
方

で
逃
げ
隠
れ
し
て
い
る
▼
今
回

の
大
災
害
か
ら
、
私
た
ち
人
類

は
何
を
学
ぶ
だ
ろ
う
か
？
状
況

は
厳
し
く
、
原
発
へ
の
不
安
は

募
る
。
命
が
け
で
最
前
線
で
頑

張
っ
て
い
る
労
働
者
を
応
援
し

た
い
。 

副議長 

金内 孝永 ≪№38≫ 

   東蔵王２ 

｢

新
潟
県
・
食
と
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク｣ 

第
４
回
総
会
が
開
催
さ
れ
る 

 

 

「大震災救援カンパ」に 
ご協力ください 

 

 連合新潟は、3月11日に発生した東北

から関東にかけての巨大地震と大津波で

甚大な被害を受けた地域に対し、連合本

部と連携し支援の取り組みを行います。 

 連合本部の取組「緊急カンパ」を受け

連合新潟でも口座を開設致しました。 

 

 構成組織での取り組みもありますが、

ご協力をお願いします。 

新潟県労働金庫 新潟南支店 

 普５３２９９２９ 

「大震災救援カンパ」 

   事務局長  斉藤敏明 
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新
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県
議
会
議
員
選
挙 

連
合
新
潟
推
薦
候
補
者
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Ｒ
特
集
面
（
中
越
地
協
エ
リ
ア
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くらしの県政へ 

今こそ、おさべの出番 

２期目にチャレンジ！ 
皆さまからのご支援で、県議会に送り出していただ

いてから４年。雇用、環境、障がい者福祉、教育な

ど、様々な分野で議会活動を展開してまいりました。 

「未来を託す子どもたちのために」安心して暮らす

ことのできる社会を、われわれ大人が用意していく必

要があります。２期目に向け、全力で挑戦します！ 

 

 ・南魚沼市南魚沼郡選挙区 県議会議員 

・連合新潟副会長、新教組執行委員長 

 ・南魚沼市坂戸在住  

若
月
ひ
と
し 

 
 
 

（
無
所
属
） 

安 心・活 力・さ さ え

合いのまちづくりを

進めます！ 

若者が希望の持て

る社会へ！ 

こどもを安心して産

み育てられる環境

づくりを！ 

こ ど も も、大 人 も、

お 年 寄 り も、笑 い

あ っ て、仲 良 く、生

活できる。 

そんなまちづくり！ 

 

私 が 必 ず、や り 遂

げます！ 

【 医療と福祉を後退させない！ 】 

 へいそく感の漂う社会にした原因は政治です。

財源を生み出せた時代の政策をとり続け、借金を

拡大させ、そのツケを後世までおよぼすからで

す。この解消に手を付けなければ国も新潟県も借

金をさらに増やすことになります。 

いまこそ、「選択」と「集中」により、優先順

位をつけた行政運営で、市民が主役の県政を実現

することが必要です。 




